（都市計画総局　川原田質問）

４．観光バスのターミナルについて

　市役所の南側、フラワーロード沿いに、頻繁に停車する、観光バスを見かける。神戸市は、観光を市の基盤産業にしようと、様々な施策がなされているが、観光の中心地である三宮駅付近で観光バスのターミナルが現在存在しない。

　最近の観光は、団体による観光バスの利用が非常に多く、例えば三宮や元町付近を散策される方は、団体で街を歩くのではなく、観光バスを降りて、自由時間という設定が多いのではないかと思う。恐らく、もっとも繁華街や駅に近く、バスの停車が可能な場所ということで、東遊園地横のフラワーロードを観光会社が選んでいるものと思われる。観光バスのターミナルがいるなあと、市役所に車でくるたびに思っていたところ、三宮駅東、旭通4丁目に「観光バスステーション」ができるということを知った。また、今度のルミナリエまでに間に合わせると聞いて、観光の街の推進のためにも、周辺地域の活性化にも非常によいことだと考えている。

　観光バスターミナルについてもう少し詳しくお聞きしたい。

　ターミナルができれば、その周辺に、最後のおみやげ品の小さなお店や、観光客に喜ばれるちょっとした施設などを作ることで、小さな賑わいエリアを作ることもでき、三宮東地区の地域の活性化につながるものと思うが、周辺地域も含めた活性化の考えをお聞きしたい。

（神戸市　回答）

中央区旭4丁目は、現在、組合再開発の事業化に向けて検討を進めているが、事業化には時間を要している。

　この地区は約１haあり、このうち約4割が神戸市の所有地であり、この空地をもっと他の方面に利用できないかという強い要望もあり、今回11月11日にバスターミナルということで暫定利用で整備を行った。

　ターミナルの内容は、名称は三宮駅観光バスステーションで、事業主は神戸新交通株式会社にお願いしており、約20台のバスが収容できる。今後は状況を見ながら土産物店等も整備してきたいと考えている。

　このバスターミナルが地域に与える影響は大きいと期待している。

　このバスターミナルは「三宮の繁華街で唯一のバスターミナル」というキャッチコピーで、都心ならではの特色をいかし、ファッション・飲食など、神戸の特色を活かした一つの神戸観光の拠点となるものと期待している。

　また、三宮東地区は、インフィオラータの開催等、地元活動が活発な地域であり、今後、当ステーションをも組み入れた地域活性化のイベント開催も、地元と協働して考えていきたい。こうしたステーションの活用による地域の賑わい活性化策が、再開発事業の推進にもつながるものと考えている。

　

（再質問）

　キャッチコピーが「三宮の繁華街で唯一のバスターミナル」はそのままなのでキャッチコピーになっていない。一般公募するなどもう少し考えて欲しい。

年内の予約は8，9割に達していて、来年も順調だときいている。これがキャッチコピーのおかげかはわからないが、わかりやすくていいんではないかと考えている。

また考えたい。

